
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月１日発行 
〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 

TEL 299-5666 FAX 299-5690 

市民センターだより ９月号 

榴ケ岡 

仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

https://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  

講座のご案内 

「私にもできる SDGs」 

 

私たちの生活の中でできる SDGs について考えます。 

①10/31(金)「食品ロスについて」 

②11/  7(金)「雑紙でクリスマス飾りを作りましょう①」 

③11/14(金)「雑紙でクリスマス飾りを作りましょう②」 

④11/28(金)「気候変動は今」 

①④は 10:00～11:30 

②③は 10:00～12:00 

会 場：榴ケ岡市民センター(022-299-5666) 

対 象：どなたでも 15人(先着順)   

申込み：９/26 10:00～ 電話または窓口へ 

榴ケ岡市民センター主催事業 

（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク 主催事業 榴ケ岡寺子屋 
企画：榴岡地区寺子屋事業実行委員会 

「自然災害から身を守るために
～地震・津波・気象災害から学ぶ～

講師：元山形地方気象台長 

    川原田 義春 氏 
日時：令和 7年 10月 25日(土) 
     13：30～15：00 

会場：榴ケ岡市民センター 

定員：30名 先着順         

申し込み方法 

  10月 1日(水)10：00～ 

  電話または窓口へ 

榴ケ岡市民センターまつり

10月4日(土) 10:00～15:00 
会場：仙台市榴ケ岡市民センター(仙台市宮城野区五輪 1-3-1) 

※当日は公共交通機関での来場をお願いします。 ※状況により内容を変更する場合があります。 

※マスクの着用は任意です。体調が悪い方は来場をご遠慮ください。 

※当日の様子を写真撮影し、市民センターだよりやホームページに掲載することがあります。 

ステージ発表 
すずめ踊り 太極拳 

オカリナ演奏 レクダンス 
日本舞踊 車いすダンスなど 
13:30～ ダンスパーティー 

東口ゆうえんち 

あそびたいこどもたちあつまれ！ 

さかなつり しゃてき 

動物ふれあいコーナー 
仙台 ECO 動物海洋専門学校の

動物たちがやってくる！餌やり体験

もできます！ 

まつりスタンプラリー！ 
(中学生以下対象) 

会場をまわってスタンプを集めると

「エサのいらない金魚すくい」や

「動物餌やり体験」ができます！ 

こども美術館 毛筆習字 

ガイドボランティア活動紹介 

ペン習字体験(午前のみ) 

作品展示・体験コーナー 出店の 
おいしいメニュー！ 
赤飯 串だんご うどん 

フランクフルト パンなど 

※なくなり次第終了となります。 

無料＆連続講座 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※使用日・使用時間はやむを得ず変更する場合があります。詳細はお問い合わせください。 

９月の体育館個人使用日 

講座のご報告 

９月の休館日：１日（月）、８日（月）、1６日（火）、２２日（月）、2４日（水）、29 日(月) 
※市民センターでいただいた個人情報は、目的以外には使用いたしません。この用紙はリサイクルできます。 

個人使用日は、２時間ごとに使用時間枠を設け、使用希望者が多い場合、各使用開始時間の 10分前に抽選します。 

・種目：バドミントン・卓球ができます。  ※用具とシューズはお持ちください。 

・使用料：1回あたり 2時間  一般 240円、小中学生 120円 

・他種目（バスケットボール、バレーボールなど）ではご利用できませんのでご注意ください。 

・同じ方が２回続けて使用することはできません。（他に希望者がいない場合はご利用いただけます。） 

 ★使用日：  ６日（土）・ ７日（日） 

１３日（土）・１４日（日） 

２０日（土）・２１日（日） 

★使用時間： ①   ９：００～１１：００（  ８：５０抽選） 

②１１：００～１３：００（１０：５０抽選） 

③１３：００～１５：００（１２：５０抽選） 

④１５：００～１７：００（１４：５０抽選） 

シ
ーズン５

榴
ケ
岡 

ひ
る
も 

７月５日と１２日に、歌枕の名所「みやぎの」（前編）を開催

しました。宮城野通の歩道にある、１０首の和歌のプレート

のうち、５首を学びました。 

７月３０日と３１日に、ものづくりラ

ボを開催しました。 歌枕の名所「みやぎの」（前編） 

和歌さがしと筆あそび 

好きな和歌を色紙に残し、受講生からは「和語を楽しみ

たい」「勉強になった」という感想をいただきました。 

 春の花見時季、一羽の鳥が当館事務室の窓に激

突してきました。悲しいかな、心臓マッサージやＡ

ＥＤの手当を待たずに公園のノリ面で息絶えてし

まったのですが、その鳥の毛並みをよ～く観察す

ると、薄く緑がかったグレーの羽根に鋭いくちば

し、体長やかたちの特徴から、どうやらウグイス、

たぶんウグイス、きっとウグイス、と結論づけまし 

 

 

た。花酔いしてたのか？“ホーホケキョ” 

 きみがだれなのか野鳥図鑑で調べていると、セ

ンダイムシクイ（仙台虫喰）という鳥を見つけまし 

よ
る
も 

た。その鳴き声の特徴は、いつも酔っ払っている

ような、“ショーチューイッパイグイー” 

 ところで、最近雀一家が当館駐輪場屋根の構造

体に入居し、寝床の草や食事を運んで忙しく出入

りしていたのですが、どうも姿を見なくなったの

は過酷な暑さのせいでしょうか。やはり自然素材

の家が良いのか？ “焼き鳥になっちゃうチュン” 

 そんなヤチョウの楽園榴岡公園ですが、より市

民に親しまれるよう、噴水広場では 

ダチョウが遊び人と戯れる、と 

いうのはいかがでしょうか。 

“グワッ、グワッ” （関沢） 

ナミをよ〜く観察。〈野鳥の楽園榴岡公園〉 

１２日は、黒田達也氏に筆ペンの使い方を

教えていただいた後、５首の中から一つ選

んでいた和歌を色紙に書きました。 

５日は、和歌の面白さや１首ずつの意

味などの玉懸洋子氏の話を踏まえて、

和歌のプレートを見学しました。 

３１日は、日本橋梁建設協会の

会員４名から、動画やイラストで

橋づくりの過程や橋梁業界の話

を 

３０日は、東北工業大学工学部 都市

工学課程教授の山田真幸氏から、鋼

橋の構造の話を聞き、橋の模型作りを 

行いました。紙の模型に２Ｌのペ

ットボトルが載り驚きです！ 

受講生からは「橋の仕組みは奥が深いと感じた」「クイズ

形式で楽しかった」という感想をいただきました。 

を聞きました。実際に橋がどのようにしてつくられている

のかを知ることにより、橋づくりへの理解が深まりました。 


